
校訓 盡 己 令和４年度学校通信 

「松中だより」 
第１号 

発行日 令和4年4月７日 

教育目標 
すべてのことに全力で取り組む生徒の育成 

「一生懸命勉強する」「優しい心を持つ」「感動する」生徒の育成 発行者 
伊丹市立松崎中学校 

校長 佐藤 幸宏 

新学期がスタート 

令和 4年度は、2年生は、生徒数が 202名で 5クラス、3年生は、216名で 6ク

ラスでスタートしました。本日は、3年生が体育館、2年生は各教室でZoomによる

年度当初の式（着任式・始業式）を行いました。本来であれば離任式を行い、お別

れしお見送りすべきところですが、今年度も離任された先生方の紹介に留めました。 

最高・中堅学年としての自覚と責任も徐々に芽生えてきていることがマスク越し

の表情からも伺えました。今後の新たな出会いを通して、学級や学年において良好

な人間関係を築いてくれることを期待しています。教職員一同、校訓「盡己」のも

と、個々に秘めている可能性や良さをあらゆる場面で引き出せるよう教育実践をし

てまいります。保護者や地域の皆様と連携した魅力あ

る学校づくりをめざし、「知・徳・体」の調和のとれた

学校経営に全力で取り組む所存ですので、ご協力のほ

どよろしくお願いいたします。 

校 訓    「盡 己」（じんこ）～ 己を尽くす ベストを尽くす 一生懸命する ～ 

学校教育目標  すべてのことに全力で取り組む生徒の育成 

「一生懸命勉強する」「優しい心を持つ」「感動する」生徒の育成 

１ めざす学校像 

 （1）未来・社会に開かれた学びの場 

 （2）深い学びと感動がある学びの場 

 （3）温かい人間関係を築く場 

 （4）学校、家庭、地域協働による子育ての場 

２ めざす生徒像 

 （1）学び（授業、行事、部活動）を深め、共有し合える生徒 

 （2）美しいもの、一生懸命な姿に感動する生徒 

 （3）未来を見据え、主体的に課題を解決する生徒 

 （4）相手を思いやり、自分を大切にし、さわやかな挨拶ができる生徒 

３ めざす教師像  

 （1）授業、行事、部活動で勝負し、生徒とともに感動できる教師 

 （2）生徒ひとり一人の良さを引き出し、自己有用感をはぐくむ教師 

 （3）教育のプロとして、絶えず指導方法を改善し、組織力を発揮できる教師 

 （4）服務規律を順守し、ワークライフバランスある社会人、地域の一員である教師 



教職員の異動 

春は、「別れ」と「出会い」の季節です。着任式では、新たにお世話に

なる先生からご挨拶いただきました。退職・異動等をされました５名の

先生方と、新たに着任されました７名の先生方を紹介いたします。 

【退職・異動された先生】 

・圓井良平 先生（西中学校へ） 

・葛島美紀 先生（天王寺川中学校へ） 

・古米 翼 先生（荒牧中学校へ） 

・濱中 敬 先生（ご退職） 

・阪部健太郎 スクールカウンセラー 

（宝塚市立光ガ丘中学校へ） 

【着任された先生方】 

・端村慎一 先生 社会（東中学校から） 

・家岡将之 先生 国語（東中学校から） 

・西川昇志 先生 保健体育（西中学校から） 

・上野 翼 先生 数学（新規採用） 

・酒井夏実 先生 英語（他市から） 

・藤田慎一郎 先生 数学（他市から） 

・谷口正弘  スクールカウンセラー 

 

 

本年度より制服が変わります。（１年生） 

本校では、今年度より制服が変わります。男女ともブレザー、ネクタ

イ着用となります（左写真）。新一年生から順次変更します。これまで、

生徒会本部役員やPTA等との調整を図りながら、制定に向けての取組

を進めてきました。11日の入学式以降、登校風景も、これまでとは大

きく変わるのではないでしょうか。 

コロナウイルス感染症予防に向けて！  

・毎朝の検温・記録により風邪症状の有無等の確認 

・こまめな手洗いや手指消毒 ・定期的な室内換気 

・適切なマスクの着用（特特ににママススククななししででのの会会話話ははししなないい）  

＊ マスクの着用が疎かになる場面について、特に①登下校時の会話時、昼食時、 

部活動等のミーティングや更衣時、②学習塾など習い事の行き帰り時、感染予 

防対策の徹底を行う。 

・健康管理（十分な睡眠、適度な運動、バランスとれた食事） 

・不要不急の外出を控える。 ・三密(密閉、密集、密接)を避ける ゼロ密を！ 

「「学学校校にに持持ちち込込ままなないい、、学学校校内内にに広広げげなないい」」  

 


